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米沢市農業委員会

メ
ロ
ン
の
収
穫
を
す
る
五
十
嵐 

健
さ
ん
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南
原
地
区
（
李
山
）
の
五
十
嵐 

健
（
た
け
る
）

さ
ん
（
35
歳
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
現
在
、
新
規

就
農
６
年
目
に
な
り
、
ハ
ウ
ス
４
棟
の
12
ａ
で
メ

ロ
ン
、
10
ａ
の
畑
で
と
う
も
ろ
こ
し
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
主
な
販
売
先
は
、
個
人
販
売
と
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
、
道
の
駅
米
沢
で
も
販
売
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
就
農
前
は
陸
上
自
衛
隊
で
勤
務
し
て
い
た
五
十

嵐
さ
ん
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
と
い
う
難
病
を
発
症

し
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
出
来
、
や
り
が
い

を
求
め
て
就
農
さ
れ
ま
し
た
。

　「
米
沢
メ
ロ
ン
と
言
え
ば
五
十
嵐
フ
ァ
ー
ム
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
米
沢
の
方
、
そ
し
て
全

国
の
方
々
に
美
味
し
い
メ
ロ
ン
を
是
非
味
わ
っ
て

ほ
し
い
。
病
気
で
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
方

に
元
気
を
届
け
た
い
。」
と
熱
く
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
農
業
委
員
　
髙
山
吉
典
】
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11
月
５
日
、
や
ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル(

山

形
市)

に
於
い
て
県
内
各
市
町
村
の
農
業
委

員
会
が
一
堂
に
会
し
、
山
形
県
農
業
委
員
会

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
米
沢
市
農
業
委

員
会
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
は
、農
業
委
員
会
憲
章
の
唱
和
、

主
催
者
挨
拶
、
表
彰
、
来
賓
祝
辞
と
進
め
ら

れ
、
表
彰
で
は
、
本
市
か
ら
は
、
我
彦
正
福

氏
、
高
橋
信
夫
氏
が
農
業
会
議
会
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
山
形
県
知
事
、
衆
議
院
議
員
、
参

議
院
議
員
、
農
業
協
同
組
合
等
よ
り
た
く
さ

ん
の
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
全
国
農
業
会
議
所
事
務
局
長
の
植
田
智

己
氏
が
「
最
近
の
農
業
情
勢
と
地
域
計
画
の

実
現
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
向
け
た
農
業

委
員
会
活
動
」
と
題
し
、
農
業
を
取
り
巻
く

最
新
の
情
勢
と
、
農
業
委
員
会
が
果
た
す
べ

き
役
割
に
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
活

動
事
例
報
告
と
し
て
、
飯
豊
町
農
業
委
員
会

山
形
県
農
業
委
員
大
会
に
参
加
し
て

会
長
の
安
部
数
幸
氏
よ
り
「
一
般
社
団
法
人

ふ
ぁ
ー
む
な
か
つ
が
わ
の
取
組
み
に
つ
い
て

―
未
来
へ
農
地
を
守
り
、
地
域
農
業
を
守
る

―
」
と
題
し
、
先
進
的
な
活
動
事
例
が
紹
介 大会の様子

我彦正福委員受賞の様子

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
に

よ
り
市
内
の
農
地
の
利
用
状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
、
８
月
と
10
月

に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
８
月
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で

は
、
地
域
の
農
地
利
用
の
確
認
、

遊
休
農
地
の
実
態
を
把
握
し
た
農

地
の
所
有
者
に
対
し
、
今
後
の
農

地
利
用
の
意
向
調
査
を
実
施
し
、

遊
休
農
地
の
解
消
に
取
り
組
み
、

さ
ら
な
る
遊
休
農
地
を
発
生
さ
せ

な
い
対
策
や
解
消
に
向
け
て
取
り 農

地
パ
ト
ロ
ー
ル

組
ん
で
い
ま
す
。

　
10
月
は
、
農
地
法
に
よ
る
申
請

内
容
調
査
を
行
い
所
有
権
移
転
や

賃
貸
さ
れ
た
農
地
が
耕
作
さ
れ
て

い
る
か
、
農
地
転
用
許
可
を
受
け

た
農
地
が
申
請
通
り
の
計
画
で
転

用
さ
れ
て
い
る
か
確
認
を
行
い
ま

し
た
。

　
農
地
の
利
用
、
保
全
管
理
等
で

お
困
り
の
際
は
、
お
近
く
の
農
業

委
員
ま
た
は
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　【
農
業
委
員
　
鈴
木
和
義
】

高橋信夫委員受賞の様子

さ
れ
ま
し
た
。
地
域

農
業
の
活
性
化
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り

組
み
は
、
参
加
者
に

と
っ
て
大
き
な
学
び

と
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
全
員
で
「
ガ
ン

バ
ロ
ウ
三
唱
」
を
行

い
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

【
農
業
委
員

　
　
　
橋
本
政
美
】
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新
年
の
御
挨
拶

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し
い
年
を
お
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
豪
雪
に
よ
る
果
樹
の
枝
折
れ
な
ど
の
被
害
や
、
高
温
に
よ
る
さ

く
ら
ん
ぼ
等
の
収
量
へ
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
水
稲
に
お
い
て
は
干
ば
つ
の
心

配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
収
量
・
品
質
と
も
に
良
好
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

　﹁
令
和
の
米
騒
動
﹂
と
称
さ
れ
る
状
況
の
中
、
米
価
の
高
騰
と
集
荷
競
争
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
の
概

算
金
は
大
き
く
上
昇
し
ま
し
た
。
生
産
者
に
と
っ
て
は
、
所
得
が
向
上
し
再
生
産
可
能
な
価
格

と
な
り
ま
し
た
が
、
急
激
な
価
格
上
昇
が
消
費
者
の
米
離
れ
に
つ
な
が
る
懸
念
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　昨
今
、
米
の
需
給
を
巡
る
政
策
は
変
化
が
著
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
石
破
内
閣
で
は
米
の

需
要
緩
和
と
価
格
抑
制
の
た
め
、
備
蓄
米
の
放
出
や
輸
入
米
の
前
倒
し
、
そ
し
て
増
産
へ
と
政

策
転
換
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
市
内
閣
が
誕
生
し
、
農
林
水
産
大
臣
に
就
任
さ
れ
た

鈴
木
憲
和
氏
は
、
需
要
に
応
じ
た
米
の
生
産
へ
と
政
策
を
転
換
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
﹁
猫
の
目

農
政
﹂
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
り
ま
す
が
、
地
元
選
出
の
鈴
木
大
臣
に
は
、
５
年
、
10
年
先
を

見
据
え
た
持
続
可
能
な
農
政
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　令
和
６
年
度
に
地
域
計
画
が
策
定
さ
れ
、
全
国
で
受
け
手
の
い
な
い
農
地
が
３
割
と
い
う
状

況
で
し
た
。
地
域
計
画
は
策
定
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
継
続
的
な
見
直
し
が
必
要
で
す
。
農
業

委
員
会
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
、
地
域
計
画
の
実
現
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
の
干
支
は
﹁
丙
午
﹂
。
﹁
午
は
陽
気
で
派
手
好
き
﹂﹁
丙
午
は
情
熱
や
強
い
変
化

を
象
徴
す
る
﹂
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
農
業
・
農
政
で
は
あ
り
ま
す
が
、

情
熱
と
行
動
力
で
突
き
進
み
、
道
を
切
り
開
く
様
な
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　農
家
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
諸
機
関
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
御

理
解
と
御
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、
皆
様
の
御
多
幸
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
　
　
　申
し
上
げ
ま
す
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農
業
者
と
の
意
見
交
換
会

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
農
業
者
と

の
意
見
交
換
会
が
、
３
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
か
れ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
か
ら
は
、
農
業

振
興
課
、
森
林
農
村
整
備
課

に
出
席
い
た
だ
き
、
各
世
代

の
農
業
者
が
抱
え
る
課
題
や

未
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
国
的
に
大
き
な
ニ
ュ
ー

ス
と
な
り
、
市
内
で
も
相
次

い
だ
熊
の
出
没
が
深
刻
な
問

題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

「
追
い
払
い
や
駆
除
に
大
変

苦
労
し
た
」
と
い
う
切
実
な

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

高
齢
化
に
よ
る
農
地
維
持
の

困
難
さ
や
、
後
継
者
不
足
と

い
っ
た
「
担
い
手
問
題
」
に

対
す
る
強
い
危
機
感
が
共
有

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
厳

し
い
現
実
が
共
有
さ
れ
る
一

方
で
、
若
手
農
業
者
か
ら
は
、

従
来
の
枠
に
囚
わ
れ
な
い
新

た
な
挑
戦
や
、
意
欲
的
な
提

案
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
未
来

の
農
業
を
牽
引
し
て
い
く
頼

も
し
さ
と
地
域
へ
の
情
熱
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
地
域
農
業
が
抱
え
る

課
題
を
共
有
す
る
だ
け
で
な

く
、
若
き
担
い
手
の
活
力
を

再
認
識
す
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　【
農
業
委
員
　
伊
藤
俊
浩
】

◆加入の条件は３つ ◆６つのポイント
①国民年金第1号被保険者
　＊国民年金の付加年金(月額400円)　　　
　　への加入が必要です。
②年間60日以上農業に従事
③65歳未満
　＊60歳以上は、国民年金の任意加　
　　入者に限ります。

①農業者なら広く加入できる
②積立方式 ･ 確定拠出型で少子
　高齢化時代に強い
③保険料は自由に決められる
④終身年金、80歳前に亡くなっ　
　た場合には死亡一時金がある
⑤税制面での優遇措置がある
⑥保険料の国庫補助がある

～農業者のための年金制度～ 農業者年金

◎農業者年金の内容やご相談について
は、　農業委員会またはＪＡにお問い
合わせください。

置
賜
３
市
５
町
の
元
気
な
女
性
た
ち
が

集
う
年
に
１
度
の
研
修
会

　
10
月
23
日
、
令
和
７
年
度
置
賜
地
方
農
業
委
員
会
連

絡
協
議
会
女
性
農
業
委
員
・
推
進
委
員
研
修
会
が
本
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
伝
国
の
杜
で
の
開
会
後
、
参
加

者
は
株
式
会
社
米
沢
牛
黄
木
でIS

O
22000

取
得
の
精

肉
加
工
施
設
を
視
察

し
、
徹
底
し
た
衛
生
管

理
と
品
質
へ
の
こ
だ
わ

り
を
学
び
ま
し
た
。
そ

の
後
「
麦
わ
ら
ぼ
う

し
（
大
字
簗
沢
）」
へ

移
動
し
、
新
規
就
農
者

の
岡 

義
将
さ
ん
、
山

澤 

博
文
さ
ん
、
五
十

嵐 

健
さ
ん
か
ら
就
農

の
き
っ
か
け
や
今
後
の

目
標
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
、
お
互
い
に

刺
激
を
受
け
た
有
意

義
な
交
流
と
な
り
ま

し
た
。
岡
さ
ん
の
紅

玉
り
ん
ご
や
山
澤
さ

ん
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
も

振
る
舞
わ
れ
、
実
り

多
い
秋
の
一
日
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

【
農
業
委
員

          

鈴
木
晃
子
】
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地域かわら版
農と食の元気っ子講座

　「
農
と
食
の
元
気
っ
子
講
座
」
が

松
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
身

近
な
農
産
品
を
使
っ
て
調
理
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
食
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
・
米
沢
の
食
文
化
・
食
と
農
業
の

繋
が
り
等
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
女
性
農
業
委
員
を
中
心

に
企
画
し
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
サ
ポ
ー
ト
で
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
第
１
回
は
９
月
13
日
に
米
粉
を

使
っ
た
石
窯
焼
き
ピ
ザ
作
り
を
行

い
、
11
名
の
小
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。ピ
ザ
生
地
を
そ
れ
ぞ
れ
が
コ
ネ
、

手
で
温
め
な
が
ら
発
酵
さ
せ
、成
形
、

ト
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
、
レ
ン
ガ
造

り
の
石
窯
で
お
い
し
く
焼
い
た
ピ
ザ

を
楽
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
11
月
１
日
に
そ
ば
打
ち

講
座
を
行
い
、
12
組
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
講
師
の
山
王
堂
民
榮
委
員

の
お
手
本
を
見
て
、
親
子
で
そ
ば
を

打
ち
、
自
分
た
ち
で
打
っ
た
そ
ば
を

味
わ
い
な
が
ら
食
べ
ま
し
た
。

　
米
沢
の
お
米
や
そ
ば
の
生
産
に

つ
い
て
も
勉
強
し
、
き
っ
と
充
実

し
た
時
間
だ
っ
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　
　
　【
農
業
委
員
　
樋
渡
由
美
】
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業
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鈴
木
晃
子
】
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農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します。　

　両委員とも、農業に熱意と識見を有する方を募集します。あなたの力で、①担い手への農地利用の集積・集
約化の推進　②遊休農地の発生防止・解消　③新規参入の促進による農地等の利用の最適化を推進しましょう。

　（農地面積、農家数、区域の状況などを検討した結果、前回令和５年度の改選と同じ人数としました。）

農地利用最適化推進委員の担当区域と募集人数

※田沢地区は、三沢地区に含む。矢子地区は、広幡地区に含む。

№ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 計

区域 旧市 上長井 万世 広幡 六郷 塩井 三沢
田沢 窪田 山上 上郷 南原 11

区域
人数 ２ １ １ １ １ １ ２ ２ １ ２ ２ 16

項目 農業委員 農地利用最適化推進委員

応募方法

◎他薦又は自薦によります。
◎所定の届出様式（推薦用と応募用の２種類あります。）に必要事項を記載の上、直接または郵送で
米沢市農業委員会事務局へ提出してください。
◎届出様式は、農業委員会事務局で直接お受け取りくださるか、市ホームページよりダウンロードし
てください。

応募受付   
期　  間 令和８年１月５日（月）～令和８年２月２日（月）　必着

対象者
　農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適
化の推進に関する事項やその他農業委員会が所掌
する事項に関し、その職務を適切に行うことがで
きる人。

　農業に関する識見を有し、担当する区域におい
て農地等の利用の最適化の推進のための活動がで
きる人。

募　集
委員数

19名（うち農業者と利害関係のない中立委員を
１名以上含める）
○市内全域を１区として募集します。

16 名
○担当区域（旧村単位）ごとに人数を定め募集しま　
　す。

任　期 令和８年７月20日から令和11年７月19日まで
報　酬 特別職報酬条例により支給されます。

主な職務
内　　容

◎毎月１回定例総会に出席して、農地の権利移動
等の許認可及び農地転用許可の審査を行う。

【推進委員と連携する業務】
・担い手への農地集積や集約化
　（地域計画にかかる話合いへの参加）
・遊休農地の発生防止と解消（農地パトロール）
・農業者新規参入の促進業務
・その他農業委員会の所掌事項

【農業委員と連携する業務】
・担い手への農地集積や集約化
　（地域計画にかかる話合いへの参加）
　（農地中間管理事業マッチング案の調査）
・遊休農地の発生防止と解消（農地パトロール）
・農業者新規参入の促進業務
・その他農業委員会の所掌事項

応募資格

◎次のすべてに該当する人は、委員に応募することができます。
・農業委員会法第８条４項の各号（破産者、拘禁刑以上の刑に処せられている者）に該当しない人
・米沢市暴力団排除条例に該当しない人
・基本として市内に住所を有する人
・法令により兼職が禁止されている職に就いていない人
・市の職員でない人
　農業委員と農地利用最適化推進委員の両方に応募することはできますが、兼ねることはできません。

選任方法

　推薦を受けた人および応募した人の中から候補者を
選定し、市議会の同意を得たうえで市長が任命します。
●必要に応じて農業委員評価委員会を開催し、提　
　出された書類をもとに選定します。
●候補者の選任に当たっては、法律の規定などで　
　選定にあたっての条件があります。
・認定農業者が定数の４分の１以上であること。
・農業者と利害関係のない中立委員を１名以上含　
　める。
●次の事項についても配慮します。
・青年（50 歳未満）や女性の積極的な登用をはかる。
・委員の配置は、区域別に隔たりがないようにする。

　推薦を受けた人および応募した人の中から選定
し、農業委員会が委嘱します。
●必要に応じて農地利用最適化推進委員評価委員　
　会を開催し、提出された書類をもとに選定しま
　す。

その他
◎両委員とも米沢市の特別職の非常勤職員となります。
◎秘密保持の義務があり、委員として職務上知り得た情報は、在任中だけでなく退任後も漏らしてはいけません。
◎応募状況については、市ホームページで公表します。なお、公表内容は必要事項のみ掲載します。
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　家族経営協定とは、家族農業経営にたずさわる各世帯員が、意欲とやり甲斐を持って経営に参画で
きる魅力的な農業経営を目指し、経営方針や役割分担、家族みんなが働きやすい就業環境などについ
て、家族間の十分な話し合いに基づき取り決めるものです。
　家族経営協定の取り決めの内容や様式に決まりはありません。家族みんなの話し合いを通じて、必
要なことから一つずつ始めてみましょう。
主な制度上のメリット
　家族経営協定に家族それぞれの経営の参画や収益分配などの事項を盛り込み、締結・実行している
場合は主に以下の制度利用ができます。
認定農業者の共同申請
　実質的に共同経営を行っている場合、収益の配分と経営運営方針決定への参画が明確にされている
家族経営協定が結ばれていること等を要件に、夫婦等による認定農業者の共同申請が認められます。
農業者年金の国庫補助
　青色申告をしている認定農業者等と家族経営協定を締結して、経営に参画している配偶者、後継者
に対しては、基本となる保険料（２万円）のうち一定割合の国庫補助を受けられます。
　詳しくは、下記の担当までお問い合わせください。
　担当：農業振興課農業振興担当 22-5111（内線 4306 ～ 4307）
　　　　または農業委員会事務局 22-5111（内線 5601）　　

家族経営協定を結びませんか

国 ・県補助事業について
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１　農地利用効率化等支援事業
　　概　要：地域計画に位置付けられた、地域の中心となる経営体の育成において必要な農業用機械・施
　　　　　　設の導入支援
　　対象者：農業を営む個人・法人、営農集団・集落営農組織・農業者が組織する団体
　　要　件：成果目標の達成
　　補助率：事業費の３／ 10以内（補助上限額 300万円）

２　未来を育む農業担い手育成支援事業
　①担い手の経営発展の取組み（認定新規就農者の規模拡大や新品目の導入等を支援）
　　対象者：認定新規就農者
　　要　件：成果目標の達成
　　補助率：事業費の１／２以内（補助上限額 500万円）
　②地域農業を支える組織的な取組み（生産性向上等の取組みを支援）
　　対象者：営農組織、農業者団体、新規就農者受入組織等
　　要　件：成果目標の達成
　　補助率：事業費の３／ 10以内（補助上限額 800万円）

３　新規就農者育成総合対策事業
　　概　要：新規就農者に対し、就農直後の経営確立を支援
　　対象者：独立・自営就農する49歳以下
　　要　件：５年後までに農業で生計が成り立つことなど
　　交付額：月12.5万円（最長３年間）

各事業の選択するメニューにより、対象者・要件・補助率・交付額が異なります。
なお、農業用機械の導入等については、他にも補助事業がございます。
詳細については、農業振興課農業振興担当までお問合せいただき、ご活用ください。
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農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します。　

　両委員とも、農業に熱意と識見を有する方を募集します。あなたの力で、①担い手への農地利用の集積・集
約化の推進　②遊休農地の発生防止・解消　③新規参入の促進による農地等の利用の最適化を推進しましょう。

　（農地面積、農家数、区域の状況などを検討した結果、前回令和５年度の改選と同じ人数としました。）

農地利用最適化推進委員の担当区域と募集人数

※田沢地区は、三沢地区に含む。矢子地区は、広幡地区に含む。

№ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 計

区域 旧市 上長井 万世 広幡 六郷 塩井 三沢
田沢 窪田 山上 上郷 南原 11

区域
人数 ２ １ １ １ １ １ ２ ２ １ ２ ２ 16

項目 農業委員 農地利用最適化推進委員

応募方法

◎他薦又は自薦によります。
◎所定の届出様式（推薦用と応募用の２種類あります。）に必要事項を記載の上、直接または郵送で
米沢市農業委員会事務局へ提出してください。
◎届出様式は、農業委員会事務局で直接お受け取りくださるか、市ホームページよりダウンロードし
てください。

応募受付   
期　  間 令和８年１月５日（月）～令和８年２月２日（月）　必着

対象者
　農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適
化の推進に関する事項やその他農業委員会が所掌
する事項に関し、その職務を適切に行うことがで
きる人。

　農業に関する識見を有し、担当する区域におい
て農地等の利用の最適化の推進のための活動がで
きる人。

募　集
委員数

19名（うち農業者と利害関係のない中立委員を
１名以上含める）
○市内全域を１区として募集します。

16 名
○担当区域（旧村単位）ごとに人数を定め募集しま　
　す。

任　期 令和８年７月20日から令和11年７月19日まで
報　酬 特別職報酬条例により支給されます。

主な職務
内　　容

◎毎月１回定例総会に出席して、農地の権利移動
等の許認可及び農地転用許可の審査を行う。

【推進委員と連携する業務】
・担い手への農地集積や集約化
　（地域計画にかかる話合いへの参加）
・遊休農地の発生防止と解消（農地パトロール）
・農業者新規参入の促進業務
・その他農業委員会の所掌事項

【農業委員と連携する業務】
・担い手への農地集積や集約化
　（地域計画にかかる話合いへの参加）
　（農地中間管理事業マッチング案の調査）
・遊休農地の発生防止と解消（農地パトロール）
・農業者新規参入の促進業務
・その他農業委員会の所掌事項

応募資格

◎次のすべてに該当する人は、委員に応募することができます。
・農業委員会法第８条４項の各号（破産者、拘禁刑以上の刑に処せられている者）に該当しない人
・米沢市暴力団排除条例に該当しない人
・基本として市内に住所を有する人
・法令により兼職が禁止されている職に就いていない人
・市の職員でない人
　農業委員と農地利用最適化推進委員の両方に応募することはできますが、兼ねることはできません。

選任方法

　推薦を受けた人および応募した人の中から候補者を
選定し、市議会の同意を得たうえで市長が任命します。
●必要に応じて農業委員評価委員会を開催し、提　
　出された書類をもとに選定します。
●候補者の選任に当たっては、法律の規定などで　
　選定にあたっての条件があります。
・認定農業者が定数の４分の１以上であること。
・農業者と利害関係のない中立委員を１名以上含　
　める。
●次の事項についても配慮します。
・青年（50 歳未満）や女性の積極的な登用をはかる。
・委員の配置は、区域別に隔たりがないようにする。

　推薦を受けた人および応募した人の中から選定
し、農業委員会が委嘱します。
●必要に応じて農地利用最適化推進委員評価委員　
　会を開催し、提出された書類をもとに選定しま
　す。

その他
◎両委員とも米沢市の特別職の非常勤職員となります。
◎秘密保持の義務があり、委員として職務上知り得た情報は、在任中だけでなく退任後も漏らしてはいけません。
◎応募状況については、市ホームページで公表します。なお、公表内容は必要事項のみ掲載します。
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編集後記

ダラス先生感謝祭150周年フェスタに参加してダラス先生感謝祭150周年フェスタに参加してダラス先生感謝祭150周年フェスタに参加して
　11月１日、米沢市役所駐車場で「ダラス先生感謝祭150周年
フェスタ」が開催されました。英国人教師チャールズ・ヘンリー・
ダラス氏の尽力で歴史を刻む舘山りんごと米沢牛、共に150周年
を記念し、若手農業者による軽トラ市「青空マルシェ」との限定
コラボが実現！当日は雨模様ながらも多くの方々が来場し、活気

に満ち溢れました。新鮮
な地元野菜、果物、加工
品が並ぶ軽トラ市ブース
では、開始早々から行列ができ、特に米沢牛の販売は大盛況。「毎
年楽しみにしている」との声も聞かれ、キッチンカー、舘山りん
ご、米沢牛、軽トラ市と、米沢のグルメを存分に満喫できるイベ
ントとなりました。　　　　　　　　　　【農業委員　宮﨑雅文】

　今年度 2 回目となる農業委員・農地利用最適化推進委員有志による社会福祉
協議会善意銀行への食料品の寄附を 11 月に実施しました。有志代表が「物価高
騰等の影響を考慮し、少量でも多くの委員の気持ちを届けたい！」と呼びかけ、
収穫した新米等 400㎏以上や缶詰、レトルトカレーなど沢山の食料品が集まり
ました。
　寄附した食料品は、生活に困っている方や、子ども食堂、そして自炊をされて
いる学生さんなどに利用して頂くそうです。　　　　　　【農業委員　樋渡由美】

✿「農家の気持ち」を社会福祉協議会へ✿

　農家の経営に役立つ！
農政・農業・農村の動き、
問題をタイムリーに !！

　お問合せ
農業委員・推進委員または

農業委員会事務局へ
℡ 22 － 5111  内線 5601

＊月４回金曜日発行
＊講読料

新聞本紙＝月額700円
電子新聞＝月額500円

　表紙で登場いた
だきました五十嵐 
健（たける）さん
は、 Ｓ Ｎ Ｓ に も
力 を 入 れ て お り
Instagram、ＨＰ
を是非見てほしい
とおっしゃってい
ました。ちょっと
覗いてみてはいか
がでしょう？
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　明けまして、おめでとうございます。昨年は、政治・
経済・気候あらゆる面で、私たちを取り巻く環境が
大きく変化する一年でした。このような変化の時代
に身を置く中で、広報委員会も自然と活気に満ち溢
れ、記事作りにも一段と熱意がこもった１年だった
ように思います。本年も、皆様にとってより一層中
身の充実した「農委よねざわ」をお届けできるよう、
広報委員会一同、精一杯取り組んでまいります。皆
様からの情報提供や取材へのご協力、よろしくお願
いいたします。
　皆様にとって素敵な１年でありますよう、心より
お祈り申し上げます。【広報委員長　樋渡由美】
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